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【はじめに】我々は，シリコン太陽電池中での

鉄不純物の挙動を明らかにするために，太陽電

池中の鉄不純物の状態ごとの分布が観察可能

な顕微メスバウア分光装置の開発を行った[1]．

今回，顕微メスバウア分光装置と EBIC，EBSD

を組み合わせ，同一視野で鉄不純物の状態ごと

の分布と結晶欠陥との関連を調査した． 

【実験】試料の多結晶 Si 太陽電池は，意図的

な鉄汚染を行っておらず，メスバウア効果に起

因する電子を検出するために，反射防止膜を形

成していないものを使用した．鉄不純物の状態

ごとの観察を行なうために，鉄不純物の各状態

に対応する共鳴速度で 57Co γ線源を運動させ

て顕 微メスバ ウア分光 測定を行 った

(-0.259mm/s for Fesub
0, +0.291mm/s for Feint

0, 

+0.691mm/s for Feint
+, +0.891mm/s for 欠陥関連

Feint) [2]．その後，粒界分布とキャリア再結合

中心の分布を調べるために，同一領域で EBSD, 

EBIC 観察を行った． 

【結果】図 1 に，多結晶シリコン太陽電池の顕

微メスバウア分光測定による結果と粒界分布

を示す．図 1(a)の光学写真像中の赤線で囲まれ

た領域(4×4mm2)に対して顕微メスバウア分光

測定と EBSD 観察を行った．図 1(b)に EBSD 測

定に基づいた粒界分布を示し，Σ3 粒界の他に，

測定範囲の左上の領域に Σ9 粒界や少傾角粒界

(SA)が存在する．図 1(c)-(f)は，顕微メスバウ

ア分光測定の結果を示し，それぞれ(c)Fesub
0, 

(d)Feint
0, (e)“欠陥と関連した Feint

”に対する電

子マップと(f)透過γ線マップを示す．図 1(f)

では，中央と右端に 100μm 幅の Ag 電極に対

応する透過 γ 線強度の低下が見られる．図

1(c)-(e)では，粒界との対応を確認するために，

顕微メスバウアマップに粒界分布を重ねて表

示している．これらから，Feint
0成分と比べて，

Fesub
0 及び”欠陥と関連した Feint”の成分がより

多く検出されている．粒界分布との対応につい

ての詳細は当日発表する． 

 

図 1 多結晶 Si 太陽電池の(a)光学写真像．

(b)EBSD 測定をもとにした粒界分布．顕微メス

バウア分光による Fe の状態ごとの分布：

(c)Fesub
0, (d)Feint

0, (e)”欠陥と関連した Feint”, 及

び(f)透過 γ 線像． 
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